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可能な定型表現と見なされている cela(ca) ne me regarde pas (私には関係がない)という構文の意味構造を
説明し、 VOlrを用いて同様の意味を表すcan'a rien a voirという動詞表現の意味構造との違いを明確にする。
第5章では、第4章までで明らかになった VOlrの意味構造をふまえ、再帰代名動詞 seVOlrの基本的な意
味構造について論じる。さらに、受動用法の場合に等価性が生じることのある再帰代名動詞十不定謁節 (se
faire + Vinf)構文を考慮に入れ、受動用法の3つの形式、すなわち通常の受動形式 (etre+過去分詞)と se




























より、従来、分析不可能だ、った成句的表現 (cane me regarde pas / cela n'a rien a voir)の意味構造を分析した
のは独創的である。第 5章では代名動詞 sevoirをsefaireと対比しながら観察し、 voirの他動性の低さとい
う特質を明らかにした。第 6章では日本語の視覚表現(見ル、見エル、見ラレル)をフランス語の VOlrが
もっ視覚の二重構造と対比しながら論じ、日仏語の相違を浮き彫りにすることに成功した。このように、理
論的基盤に立ちながら、記述を発見的に深めていくのが本論文の最も優れた点である。
ただし本論文は理論的記述において成果をあげたとはいえ、用法の分類記述には VOlrの意味機能とは関
わらず、いたずらに細分化した箇所も所々見られることは否めない。また VOlrに関する基本的仮説である
intentionnalite (志向性)という概念は、現象学に基盤をおく哲学的概念だが、その点についての議論が十分
に吟味されているとはいえず、本論文における分析概念としての intentionnalite(志向性)の言語学的性質
との差異について理論的考察が望まれる。
しかしながら、このような批判は必ずしも本論文の価値を損なうものではなく、本論文がフランス語の視
覚動詞および日仏語の視覚動詞の対照研究に関して、理論的記述により新たな言語事象を発見したことは、
日本のフランス語学研究に大きな貢献をもたらすものとして高く評価される。また本論文は、視覚動詞だけ
ではなく、広く知覚動詞全般に関する理論的記述の出発点として、今後の発展に期待できる研究でもある。
平成 24年 l丹12日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。
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